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告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
四
十
一
号

甲
府
市
長
、
富
士
吉
田
市
長
、
都
留
市
長
、
山
梨
市
長
、
大
月
市
長
、
韮
崎
市
長
、
南
ア
ル
プ
ス
市

長
、
北
杜
市
長
、
甲
斐
市
長
、
笛
吹
市
長
、
上
野
原
市
長
、
甲
州
市
長
、
中
央
市
長
、
市
川
三
郷
町
長
、

増
穂
町
長
、
鰍
沢
町
長
、
早
川
町
長
、
身
延
町
長
、
南
部
町
長
、
昭
和
町
長
、
道
志
村
長
、
西
桂
町

長
、
忍
野
村
長
、
山
中
湖
村
長
、
鳴
沢
村
長
、
富
士
河
口
湖
町
長
、
小
菅
村
長
及
び
丹
波
山
村
長
か
ら

申
請
の
あ
っ
た
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
設
立
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十

二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
八
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十
九
年
二
月
一
日
付
け
で

許
可
し
た
。

平
成
十
九
年
二
月
十
五
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
告
示
第
四
十
二
号

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
病
院
を
救
急
病
院
と
し
て
認
定
し
た
。

平
成
十
九
年
二
月
十
五
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
救
急
病
院
の
名
称
及
び
所
在
地

名
　
　
　
　
　
　
称

所
　
　
　
　
在
　
　
　
　
地

医
療
法
人
峡
南
会
峡
南
病
院

南
巨
摩
郡
鰍
沢
町
千
八
百
六
番
地

二
　
認
定
期
間

平
成
十
九
年
二
月
二
十
七
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
二
月
二
十
六
日
ま
で

山
梨
県
告
示
第
四
十
三
号

山
梨
県
高
山
植
物
の
保
護
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
六
十
年
山
梨
県
条
例
第
十
五
号
）
第
十
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
特
定
高
山
植
物
栽
培
業
開
始
届
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
十
九
年
二
月
十
五
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

氏
名
及
び
住
所

栽
培
場
の
所
在

栽
培
し
よ
う
と
す
る
特
定
高
山
植

開
始
予
定
年
月
日

地

物
の
種
名

有
限
会
社
信
州

北
杜
市
白
州
町

ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
及
び
ホ
テ
イ
ア
ツ
平
成
十
九
年
二
月
一
日

園
芸
　
代
表
取

下
教
来
石
二
〇

モ
リ

締
役
　
宮
沢
充

〇
五
番
地
一

裕
　
北
杜
市
白

州
町
下
教
来
石

二
〇
〇
五
番
地

一
山
梨
県
告
示
第
四
十
四
号

山
梨
県
高
山
植
物
の
保
護
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
六
十
年
山
梨
県
条
例
第
十
五
号
）
第
十
一
条
第
一

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
三
十
六
号
　
　
平
成
十
九
年
二
月
十
五
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
六
、八
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

七
三

山
梨
県
公
報
平
成
十
九
年

二
月
十
五
日

第
千
七
百
三
十
六
号

木　曜　日



項
の
規
定
に
よ
る
特
定
高
山
植
物
販
売
業
開
始
届
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
十
九
年
二
月
十
五
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

氏
名
及
び
住
所

営
業
所
の
名
称
及
び

販
売
し
よ
う
と
す
る
特
定
高
山
植
物
開
始
予
定
年
月

所
在
地

の
種
名

日

有
限
会
社
信
州

有
限
会
社
信
州
園
芸

ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
及
び
ホ
テ
イ
ア
ツ
モ
平
成
十
九
年
二

園
芸
　
代
表
取

北
杜
市
白
州
町
下

リ

月
一
日

締
役
　
宮
沢
充

教
来
石
二
〇
〇
五
番

裕
　
北
杜
市
白

地
一

州
町
下
教
来
石

二
〇
〇
五
番
地

一
山
梨
県
告
示
第
四
十
五
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
二
十
条
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
土
地
収
用
事
業
の
認
定
を
し
た
。

平
成
十
九
年
二
月
十
五
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
起
業
者
の
名
称

富
士
吉
田
市

二
　
事
業
の
種
類

（
仮
称
）
富
士
吉
田
市
中
央
ま
ち
か
ど
公
園
整
備
事
業

三
　
起
業
地

１
　
収
用
の
部
分
　
富
士
吉
田
市
下
吉
田
字
中
組
地
内

２
　
使
用
の
部
分
　
な
し

四
　
事
業
を
認
定
し
た
理
由

１
　
法
第
二
十
条
第
一
号
要
件

（
仮
称
）
富
士
吉
田
市
中
央
ま
ち
か
ど
公
園
整
備
事
業
（
以
下
「
本
事
業
」
と
い
う
。）
は
、

法
第
三
条
第
三
十
二
号
に
掲
げ
る
「
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
公
園
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
法
第

二
十
条
第
一
号
の
要
件
に
該
当
す
る
。

２
　
法
第
二
十
条
第
二
号
要
件

起
業
者
は
、
防
衛
施
設
庁
か
ら
補
助
金
を
受
け
、
財
政
措
置
を
講
じ
て
お
り
、
本
事
業
を
遂
行

す
る
充
分
な
意
思
及
び
能
力
を
有
す
る
者
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
法
第
二
十
条
第
二

号
に
該
当
す
る
。

３
　
法
第
二
十
条
第
三
号
要
件

（一）

申
請
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益

本
事
業
は
、
地
域
住
民
や
観
光
客
の
憩
い
の
場
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
災
害
時
の
避
難
場

所
と
す
る
た
め
公
園
を
整
備
す
る
事
業
で
あ
る
。

起
業
地
が
存
す
る
富
士
吉
田
市
下
吉
田
地
区
（
以
下
「
本
地
区
」
と
い
う
。）
は
、
国
道
百

三
十
九
号
と
市
道
月
江
寺
大
明
見
線
が
交
差
す
る
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
商
店
及
び
公
共
施

設
が
多
く
、
富
士
吉
田
市
の
中
心
地
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
し
か
し
、
近
年
、
本
地
区
の
東

側
に
富
士
見
バ
イ
パ
ス
が
開
通
し
、
大
型
商
業
施
設
等
が
で
き
た
た
め
、
人
通
り
が
少
な
く
な

り
、
商
店
街
が
衰
退
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
富
士
吉
田
市
は
、
第
四
次
総
合
計
画
及
び
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い

て
、
本
地
区
を
含
む
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
道
路
及
び
公
園
を
整
備
す
る
こ
と

と
し
た
。

そ
の
後
、
富
士
吉
田
市
で
は
事
業
を
具
体
化
す
る
た
め
、
住
民
意
向
調
査
及
び
関
係
各
課
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
高
齢
者
や
観
光
客
が
散
策
を
楽
し
み
な
が
ら
休
憩
や
交
流
が
で
き
る
新

た
な
公
園
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
た
。

一
方
、
富
士
吉
田
市
は
、
東
海
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

本
地
区
は
国
の
防
災
関
係
機
関
及
び
関
係
地
方
自
治
体
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
「
富
士
山

火
山
防
災
協
議
会
」
が
作
成
し
た
「
富
士
山
火
山
防
災
避
難
マ
ッ
プ
」
に
よ
る
と
、
富
士
山
に

雪
が
積
も
っ
て
い
る
時
期
に
は
融
雪
型
火
山
泥
流
が
到
達
す
る
と
見
込
ま
れ
る
地
域
で
あ
る
こ

と
か
ら
避
難
場
所
の
整
備
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

本
事
業
が
完
成
す
る
と
、
地
域
住
民
や
観
光
客
の
憩
い
の
場
と
な
り
、
地
域
の
活
性
化
が
図

ら
れ
る
と
と
も
に
、
災
害
の
際
に
は
避
難
場
所
と
な
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
事
業
の

施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
大
き
い
と
認
め
ら
れ
る
。

（二）

申
請
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益

本
事
業
の
施
行
に
よ
り
周
辺
環
境
に
与
え
る
影
響
は
、
起
業
地
は
商
店
街
や
住
宅
に
近
い
た

め
、
工
事
期
間
中
の
騒
音
及
び
振
動
に
起
因
す
る
周
辺
環
境
へ
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
が
、
設

置
す
る
工
作
物
は
小
規
模
で
あ
り
、
起
業
地
は
既
に
駐
車
場
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
造
成
工
事
は
最
小
限
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
工
事
に
あ
た
っ
て
は
、
騒
音
、
振
動

等
の
発
生
を
抑
え
る
た
め
、
低
騒
音
重
機
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
更
に
、
土
曜
日
、

日
曜
日
及
び
祝
日
に
は
工
事
を
行
わ
な
い
よ
う
す
る
等
、
適
切
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
も
の

と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益
は
軽
微
で
あ
る
と
認
め
ら

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
三
十
六
号
　
　
平
成
十
九
年
二
月
十
五
日

七
四



れ
る
。

ま
た
、
起
業
者
が
市
教
育
委
員
会
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
起
業
地
内
に
は
、
起
業
者
が
保
護
の

た
め
特
別
の
措
置
を
講
ず
る
埋
蔵
文
化
財
は
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

（三）

代
替
案
と
の
比
較

本
事
業
の
施
行
位
置
に
つ
い
て
は
、
利
便
性
、
経
済
性
、
環
境
等
の
要
件
を
考
慮
し
選
定
さ

れ
た
三
案
に
つ
い
て
比
較
検
討
し
た
結
果
、
本
事
業
の
起
業
地
が
、
こ
れ
ら
の
要
件
を
満
た
す

最
も
適
当
な
も
の
と
し
て
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

（四）

比
較
衡
量

（一）
で
述
べ
た
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
と
（二）
で
述
べ
た
失
わ
れ
る
利
益
を
比
較
衡
量
し
た
結
果
、

本
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
が
失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
す
る
と
認
め
ら
れ

る
と
と
も
に
、
（三）
で
述
べ
た
と
お
り
、
本
事
業
の
起
業
地
は
、
代
替
案
と
比
較
し
て
最
も
適
切

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

以
上
に
よ
り
、
本
事
業
は
、「
土
地
の
適
正
且
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄
与
す
る
も
の
」
と
認

め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
法
第
二
十
条
第
三
号
に
該
当
す
る
。

４
　
法
第
二
十
条
第
四
号
要
件

（一）

申
請
事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性

起
業
地
は
、
国
道
百
三
十
九
号
と
市
道
月
江
寺
大
明
見
線
が
交
差
す
る
地
区
で
あ
る
こ
と
か

ら
多
く
の
商
店
及
び
公
共
施
設
が
立
地
し
、
古
く
か
ら
市
の
中
心
地
と
し
て
発
展
し
て
き
た
が
、

本
地
区
の
東
側
に
富
士
見
バ
イ
パ
ス
が
開
通
し
、
大
型
商
業
施
設
等
が
開
店
し
た
た
め
、
地

区
内
の
人
通
り
が
少
な
く
な
り
、
商
店
街
が
衰
退
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
富
士
吉
田
市
は
、

地
域
活
性
化
の
た
め
高
齢
者
や
観
光
客
が
散
策
を
楽
し
み
な
が
ら
休
憩
や
交
流
が
で
き
る
新
た

な
公
園
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
、
既
に
防
衛
施
設
庁
の
補
助
金
を
受
け
て
事
業
に
着
手
し
て
い

る
。ま

た
、
富
士
吉
田
市
は
、
東
海
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

更
に
、「
富
士
山
火
山
防
災
協
議
会
」
が
作
成
し
た
「
富
士
山
火
山
防
災
避
難
マ
ッ
プ
」
に

よ
る
と
、
当
該
地
区
は
富
士
山
に
雪
が
積
も
っ
て
い
る
時
期
に
は
融
雪
型
火
山
泥
流
が
到
達
す

る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
避
難
場
所
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
早
期
に
本
事
業
を
施
行
す
る
必
要
性
は
高
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

（二）

起
業
地
の
範
囲
及
び
収
用
又
は
使
用
の
別
の
合
理
性

本
事
業
に
係
る
起
業
地
の
範
囲
は
、
利
用
者
見
込
み
数
か
ら
必
要
と
な
る
規
模
か
ら
求
め
て

お
り
、
ま
た
、
身
体
に
障
害
の
あ
る
人
に
配
慮
し
た
多
目
的
ト
イ
レ
と
す
る
等
、
い
ず
れ
も
必

要
な
範
囲
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
起
業
地
の
範
囲
に
お
い
て
、
一
時
的
な
利
用
に
供
さ
れ
る
も
の
は
存
在
せ
ず
、
使
用

に
は
な
じ
ま
な
い
た
め
、
収
用
と
す
る
こ
と
は
、
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

（三）

収
用
す
る
公
益
上
の
必
要
性

以
上
に
よ
り
、
本
事
業
は
、「
土
地
を
収
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
」
と
認
め
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
法
第
二
十
条
第
四
号
に
該
当
す
る
。

５
　
結
論

１
か
ら
４
ま
で
で
述
べ
た
と
お
り
、
本
事
業
は
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の
と

判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
に
よ
り
、
法
第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
業
認
定
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

五
　
法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所

富
士
吉
田
市
役
所
都
市
産
業
部
統
合
事
業
推
進
室

山
梨
県
告
示
第
四
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
東
建
設
事
務
所
に

お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
九
年
三
月
八
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
二
月
十
五
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）
期
日

一
般
国

一
四
〇
号

山
梨
市
大
字
万
力
字
一
丁
田
二
三
一

三
一
六
〇
・
〇
平
成
十
九
年

道

番
の
三
地
先
か
ら

二
月
十
五
日

笛
吹
市
大
字
春
日
居
町
鎮
目
字
下
町

田
一
二
九
四
番
の
二
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
四
十
七
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
南
建
設
事
務
所
に

お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
九
年
三
月
八
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
二
月
十
五
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）
期
日

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
三
十
六
号
　
　
平
成
十
九
年
二
月
十
五
日

七
五



県
道

富
士
川
身
延

南
巨
摩
郡
南
部
町
大
字
内
船
字
橇
田

一
〇
七
・
〇
平
成
十
九
年

線

侭
下
八
六
七
六
番
地
先
か
ら

二
月
十
五
日

南
巨
摩
郡
南
部
町
大
字
内
船
字
橇
田

侭
下
八
一
三
〇
番
地
先
ま
で

公
　
　
　
告

'

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請
が
あ
っ
た
。
そ
の
関
係
書
類
は
、
県
民
情
報
セ
ン
タ
ー

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
二
月
十
五
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
申
請
の
あ
っ
た
年
月
日
　
平
成
十
九
年
一
月
二
十
五
日

二
　
申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
並

び
に
そ
の
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

１
　
名
称
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
会

２
　
代
表
者
の
氏
名
　
西
依
三
徳

３
　
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
　
都
留
市
小
野
千
二
十
六
番
地

４
　
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
広
く
一
般
市
民
及
び
障
害
者
を
対
象
に
、
山
梨
の
特
徴
で
あ
る
急
峻
な
地
形
に

よ
る
豊
富
な
木
材
資
源
の
有
効
活
用
と
、
森
林
に
よ
り
蓄
え
ら
れ
た
水
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
か
し

た
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
す
る
事
業
を
通
じ
て
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。
ま
た
、
地
域
の
生
活
や
産
業
で
排
出
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
廃
棄
物
の
再
生
事
業
と

し
て
Ｂ
Ｄ
Ｆ
や
木
材
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
等
を
実
用
化
し
、
そ
の
事
業
を
障
害
者
と
共
に
働
く
事
業

所
と
し
て
確
立
す
る
。
さ
ら
に
、
急
峻
で
豊
富
な
水
を
利
用
し
た
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
所
の
研
究

や
設
置
に
も
取
り
組
む
。

三
　
縦
覧
期
間
　
平
成
十
九
年
一
月
二
十
六
日
か
ら
同
年
三
月
二
十
五
日
ま
で

'

土
地
区
画
整
理
組
合
の
解
散
認
可

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
四
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
土
地
区
画
整
理
組
合
の
解
散
を
認
可
し
た
。

平
成
十
九
年
二
月
十
五
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
組
合
の
名
称

富
士
吉
田
市
御
伊
勢
山
土
地
区
画
整
理
組
合

二
　
事
務
所
の
所
在
地

富
士
吉
田
市
下
吉
田
千
八
百
四
十
二
番
　
富
士
吉
田
市
役
所
内

三
　
解
散
認
可
の
年
月
日

平
成
十
九
年
二
月
十
五
日

教
育
委
員
会

'

落
札
者
等
の
決
定
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。
な
お
、
こ
の
公
告
は
、
千
九
百
九
十
四
年
四
月
十
五
日
マ
ラ
ケ

シ
ュ
で
作
成
さ
れ
た
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
契
約
に
係
る
も
の
で
あ
る
。

平
成
十
九
年
二
月
十
五
日

山
梨
県
教
育
委
員
会
教
育
長
　
　
廣
　
　
瀬
　
　
孝
　
　
嘉

一
　
落
札
に
係
る
借
入
物
品
等
の
名
称
及
び
数
量

県
立
学
校
教
育
情
報
化
推
進
事
業
用
パ
ソ
コ
ン
等
　
一
式

二
　
契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の
名
称
及
び
所
在
地

山
梨
県
教
育
庁
高
校
教
育
課
　
山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号

三
　
落
札
を
決
定
し
た
日

平
成
十
八
年
十
二
月
十
三
日

四
　
落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
・
リ
ー
シ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
　
東
京
都
港
区
浜
松
町
二
丁
目
四
番
一
号

五
　
落
札
金
額

四
百
五
万
三
千
円
（
月
額
）

六
　
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

七
　
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
公
告
を
行
っ
た
日

平
成
十
八
年
十
一
月
二
日

公
安
委
員
会

山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則
第
一
号

山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
三
十
六
号
　
　
平
成
十
九
年
二
月
十
五
日

七
六



平
成
十
九
年
二
月
十
五
日

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長
　
　
鶴
　
　
田
　
　
美
　
　
枝

山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則
第
一
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
第
十
一
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
十
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
九
号
の
次
に
次
の
一
号
を

加
え
る
。

十
　
外
部
通
報
に
関
す
る
こ
と
。

第
六
条
の
四
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
犯
罪
情
勢
分
析
室
）

第
六
条
の
五

警
務
課
に
犯
罪
情
勢
分
析
室
を
附
置
す
る
。

２
　
犯
罪
情
勢
分
析
室
に
お
い
て
は
、
犯
罪
情
勢
分
析
に
係
る
企
画
、
調
査
、
調
整
及
び
指
導
に
関
す

る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
七
条
第
三
号
中
「
機
関
誌
の
」
を
「
教
養
資
料
の
調
査
、
収
集
及
び
」
に
改
め
る
。

第
八
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九
　
内
部
通
報
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
条
第
六
号
中
「
警
備
業
法
」
を
「
警
備
業
」
に
改
め
、
同
条
中
第
二
十
五
号
を
第
二
十
六
号
と

し
、
第
二
十
四
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
十
三
号
中
「
総
合
的
な
サ
イ

バ
ー
犯
罪
対
策
」
を
「
サ
イ
バ
ー
犯
罪
」
に
改
め
、
同
号
を
第
十
四
号
と
し
、
同
条
中
第
十
二
号
か
ら

第
七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七
　
探
偵
業
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
条
の
二
第
二
項
中
「
第
七
号
、
第
十
二
号
」
を
「
第
八
号
」
に
、「
第
二
十
三
号
」
を
「
第
二

十
四
号
」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
三
第
二
項
中
「
第
十
条
第
十
号
、
第
十
一
号
、
第
十
五
号
か
ら
第
十
八
号
ま
で
及
び
第
二

十
二
号
」
を
「
第
十
条
第
十
一
号
、
第
十
二
号
、
第
十
四
号
、
第
十
六
号
か
ら
第
十
九
号
ま
で
及
び
第

二
十
三
号
」
を
加
え
る
。

第
十
三
条
第
四
号
中
「
及
び
指
名
手
配
」
を
削
り
、
同
条
中
第
八
号
を
第
十
号
と
し
、
第
七
号
を
第

九
号
と
し
、
第
六
号
を
第
八
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七
　
犯
罪
分
析
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
三
条
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五
　
指
名
手
配
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
三
条
の
五
第
二
項
中
「
第
四
号
ま
で
」
の
下
に
「
及
び
第
六
号
」
を
加
え
る
。

第
十
三
条
の
六
及
び
第
十
六
条
の
三
を
削
る
。

第
十
六
条
の
四
第
二
項
中
「
第
十
六
条
の
二
第
四
号
」
を
「
前
条
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十

六
条
の
三
と
し
、
第
十
六
条
の
五
を
第
十
六
条
の
四
と
し
、
第
十
六
条
の
六
を
第
十
六
条
の
五
と
す
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
十
三
条
の
二
第
一
項
中
「
文
書
管
理
室
」
の
下
に
「
、
犯
罪
情
勢
分

析
室
」
を
加
え
、「
、
国
際
捜
査
室
、
暴
走
族
対
策
室
」
を
削
る
。

第
二
十
七
条
第
二
項
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
、「
初
任
総
合
教
養
」
を
「
初
任
補
修
教
養
」

に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
第
三
項
中
「
警
部
の
階
級
に
あ
る
警
察
官
」
の
下
に
「
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
吏
員
」

を
加
え
る
。

第
三
十
条
の
二
第
一
項
中
「
甲
府
警
察
署
、
南
甲
府
警
察
署
、
南
ア
ル
プ
ス
警
察
署
、
笛
吹
警
察
署

及
び
富
士
吉
田
警
察
署
」
を
「
警
察
署
（
北
杜
警
察
署
、
鰍
沢
警
察
署
、
南
部
警
察
署
及
び
上
野
原
警

察
署
を
除
く
。）」
に
改
め
る
。

第
三
十
一
条
第
一
項
中
「
警
察
署
（
甲
府
警
察
署
、
南
甲
府
警
察
署
、
南
ア
ル
プ
ス
警
察
署
、
笛
吹

警
察
署
及
び
富
士
吉
田
警
察
署
を
除
く
。）」
を
「
北
杜
警
察
署
、
鰍
沢
警
察
署
、
南
部
警
察
署
及
び

上
野
原
警
察
署
」
に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
第
一
項
中
「
南
甲
府
警
察
署
」
の
下
に
「
、
韮
崎
警
察
署
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中

「
又
は
刑
事
課
」
を
削
る
。

第
三
十
二
条
の
二
第
一
項
中
「
南
甲
府
警
察
署
」
の
下
に
「
、
韮
崎
警
察
署
」
を
加
え
る
。

第
三
十
七
条
第
二
項
中
「
五
一
三
人
」
を
「
五
三
七
人
」
に
、「
一
九
三
人
」
を
「
一
八
四
人
」
に
、

「
七
〇
六
人
」
を
「
七
二
一
人
」
に
、「
一
、
一
一
二
人
」
を
「
一
、
〇
八
八
人
」
に
、「
一
〇
三
人
」

を
「
一
一
二
人
」
に
、「
一
、
二
一
五
人
」
を
「
一
、
二
〇
〇
人
」
に
改
め
る
。

「

「

別
表
第
一
総
務
の
部
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

」

「

文
書
管
理

に
改
め
、
同
表
警
務
の
部
中
　
　
室

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
三
十
六
号
　
　
平
成
十
九
年
二
月
十
五
日

七
七

総

務

第

一

総

務

第

二

広
聴
・
広
報

秘

書

総

務

第

一

総

務

第

二

広
聴
・
広
報

秘

書

秘

書

総

務

第

一

総

務

第

二

広
聴
・
広
報

秘

書

総

務

第

一

総

務

第

二

文

書

第

一

文

書

第

二

文

書

文

書



」

「

文
書
管
理

室

を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、
同
表
生
活

」

犯
罪
情
勢

分
析
室

」

「

「

生
活
安
全

対
策
室

生
活
安
全

対
策
室

安
全
企
画
の
部
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

生
活
安
全

生
活
安
全
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
捜
査
室

捜
査
室

」

「

に
改
め
、
同
表
捜
査
第
一
の
部
中
　
　
犯
　
罪
　
分
　
析

」

「
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、
手
口
の
項
を

」

」

削
り
、
同
表
組
織
犯
罪
対
策
の
部
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

組
織
犯
罪

対
策

組
織
犯
罪

捜
査
室

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
三
十
六
号
　
　
平
成
十
九
年
二
月
十
五
日

七
八

広
聴
・
広
報

第

一

第

二

文

書

第

一

文

書

第

二

犯
罪
情
勢
分
析

文

書

第

一

文

書

第

二

犯
罪
情
勢
分
析

生

活

安

全

生
活
安
全
捜
査

生
活
安
全
第
一

生
活
安
全
第
二

安

全

広

報

サ
イ
バ
ー
犯
罪
対

策生
活
安
全
捜
査
第

一生
活
安
全
捜
査
第

二生
活
安
全
捜
査
第

三

生

活

安

全

生
活
安
全
第
一

生
活
安
全
第
二

安

全

広

報

生
活
安
全
捜
査

生
活
安
全
捜
査
第

一生
活
安
全
捜
査
第

二生
活
安
全
捜
査
第

三サ
イ
バ
ー
犯
罪

犯
罪
統
計
・
分
析

犯

罪

分

析

犯
罪
統
計
・
分
析

手

口

企
画
・
指
導

情

報

指

定

情

報

分

析

組
織
犯
罪
捜
査
第

一

庶

務

企
画
・
指
導

情

報

指

定

情

報

分

析

組
織
犯
罪
捜
査
第

一組
織
犯
罪
捜
査
第

二組
織
犯
罪
捜
査
第

三組
織
犯
罪
捜
査
第

四



別
表
第
一
鑑
識
の
部
資
料
の
項
中
「
資
料
」
を
「
指
導
・
資
料
」
に
、「
身
元
」
を
「
指
導
」
に
改

め
、
同
表
交
通
指
導
の
部
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

交
通
指
導

交
通
反
則

通
告
セ
ン

タ
ー

「

別
表
第
一
交
通
機
動
隊
の
部
中
　
　
富
士
吉
田
分
駐
隊
　
　
を
削
り
、
同
表
高
速
道
路
交
通
警
察
隊

」

「

「

の
部
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

」

画査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

に
改
め
、
同
表
警
備
第
一
の
部
情
報
第
三
の
項
中
　
　
情
　
報
　
第
　
二
　
　
を
削
り
、
同
部

隊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

隊

」

「

情
報
第
四
の
項
中
　
　
情
　
報
　
第
　
五
　
　
を
削
る
。

」

別
表
第
二
及
び
別
表
第
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
二
（
第
三
十
三
条
関
係
）

警
察
署
に
置
く
課
及
び
係

警
察
署

課

係

甲
府
警
察

会
計

会
計

署

遺
失
物

警
務

警
務

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
三
十
六
号
　
　
平
成
十
九
年
二
月
十
五
日

七
九

組
織
犯
罪
捜
査
第

二組
織
犯
罪
捜
査
第

三

組
織
犯
罪
捜
査
第

五組
織
犯
罪
捜
査
第

六組
織
犯
罪
捜
査
第

七組
織
犯
罪
捜
査
第

八組
織
犯
罪
捜
査
第

九通

訳

指

導

取

締

交

通

捜

査

暴
走
族
対
策

所

長

補

佐

庶

務

指

導

取

締

放
置
駐
車
対
策

指

導

交

通

捜

査

暴
走
族
対
策

交
通
反
則
通
告

企
画
・
運
用

西

部

大
月
分
駐
隊

庶

務

企
画
・
運
用

甲
府
分
駐
隊

小
淵
沢
分
駐
隊

大
月
分
駐
隊

交

通

捜

査

西

部

東

部

庶
務
・
企

交
　
通
　
捜

甲
府
分
駐

大
月
分
駐



犯
罪
被
害
者
支
援

留
置
管
理

留
置
管
理

生
活
安
全

生
活
安
全

安
全
相
談

保
安
・
生
活
経
済

少
年

地
域

庶
務

地
域
第
一

地
域
第
二

地
域
第
三

自
動
車
警
ら
班

刑
事
第
一

刑
事
庶
務

盗
犯
第
一

盗
犯
第
二

強
行
犯
第
一

強
行
犯
第
二

鑑
識

刑
事
第
二

知
能
犯

組
織
犯
罪
対
策

組
織
犯
罪
対
策
第

一組
織
犯
罪
対
策
第

二国
際
捜
査

交
通

企
画
規
制

指
導
取
締

事
故
捜
査
第
一

事
故
捜
査
第
二

事
故
捜
査
第
三

警
備

警
備
第
一

警
備
第
二

南
甲
府
警

会
計

会
計

察
署

遺
失
物

警
務

警
務

犯
罪
被
害
者
支
援

留
置
管
理

留
置
管
理

生
活
安
全

生
活
安
全

安
全
相
談

保
安
・
生
活
経
済

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
三
十
六
号
　
　
平
成
十
九
年
二
月
十
五
日

八
〇



少
年

地
域

庶
務

地
域
第
一

地
域
第
二

地
域
第
三

自
動
車
警
ら
班

刑
事
第
一

刑
事
庶
務

盗
犯
第
一

盗
犯
第
二

強
行
犯
第
一

強
行
犯
第
二

鑑
識

刑
事
第
二

知
能
犯

組
織
犯
罪
対
策

組
織
犯
罪
対
策
第

一組
織
犯
罪
対
策
第

二国
際
捜
査

交
通

企
画
規
制

指
導
取
締

事
故
捜
査
第
一

事
故
捜
査
第
二

事
故
捜
査
第
三

警
備

警
備
第
一

警
備
第
二

南
ア
ル
プ

会
計

会
計

ス
警
察
署

警
務

警
務

犯
罪
被
害
者
支
援

留
置
管
理

生
活
安
全

生
活
安
全

地
域

地
域

自
動
車
警
ら
班

刑
事

刑
事
庶
務

捜
査

組
織
犯
罪
対
策

鑑
識

交
通

交
通
第
一

交
通
第
二

警
備

警
備

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
三
十
六
号
　
　
平
成
十
九
年
二
月
十
五
日

八
一



韮
崎
警
察

会
計

会
計

署

警
務

警
務

犯
罪
被
害
者
支
援

留
置
管
理

生
活
安
全

生
活
安
全

安
全
相
談

少
年

地
域

庶
務

地
域
第
一

地
域
第
二

地
域
第
三

自
動
車
警
ら
班

刑
事
第
一

刑
事
庶
務

盗
犯

強
行
犯

鑑
識

刑
事
第
二

知
能
犯

組
織
犯
罪
対
策

交
通

企
画
規
制

指
導
取
締

事
故
捜
査

警
備

警
備
第
一

警
備
第
二

北
杜
警
察

警
務

会
計

署

警
務

警
備

刑
事
生
活
安
全

生
活
安
全

捜
査

鑑
識

地
域

地
域

自
動
車
警
ら
班

交
通

交
通

鰍
沢
警
察

警
務

会
計

署

警
務

警
備

刑
事
生
活
安
全

生
活
安
全

捜
査

鑑
識

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
三
十
六
号
　
　
平
成
十
九
年
二
月
十
五
日

八
二



地
域

地
域

自
動
車
警
ら
班

交
通

交
通

南
部
警
察

警
務

会
計

署

警
務

警
備

刑
事
生
活
安
全

生
活
安
全

捜
査

鑑
識

地
域

地
域

自
動
車
警
ら
班

交
通

交
通

笛
吹
警
察

会
計

会
計

署

警
務

警
務

犯
罪
被
害
者
支
援

留
置
管
理

生
活
安
全

生
活
安
全

安
全
相
談

少
年

地
域

庶
務

地
域
第
一

地
域
第
二

地
域
第
三

自
動
車
警
ら
班

刑
事
第
一

刑
事
庶
務

盗
犯

強
行
犯

鑑
識

刑
事
第
二

知
能
犯

組
織
犯
罪
対
策

交
通

企
画
規
制

指
導
取
締

事
故
捜
査

警
備

警
備
第
一

警
備
第
二

日
下
部
警

会
計

会
計

察
署

警
務

警
務

犯
罪
被
害
者
支
援

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
三
十
六
号
　
　
平
成
十
九
年
二
月
十
五
日

八
三



留
置
管
理

生
活
安
全

生
活
安
全

地
域

地
域

自
動
車
警
ら
班

刑
事

刑
事
庶
務

捜
査

組
織
犯
罪
対
策

鑑
識

交
通

交
通
第
一

交
通
第
二

警
備

警
備

富
士
吉
田

会
計

会
計

警
察
署

警
務

警
務

犯
罪
被
害
者
支
援

留
置
管
理

生
活
安
全

生
活
安
全

安
全
相
談

少
年

地
域

庶
務

地
域
第
一

地
域
第
二

地
域
第
三

自
動
車
警
ら
班

刑
事
第
一

刑
事
庶
務

盗
犯

強
行
犯

鑑
識

刑
事
第
二

知
能
犯

組
織
犯
罪
対
策

交
通

企
画
規
制

指
導
取
締

事
故
捜
査

警
備

警
備
第
一

警
備
第
二

大
月
警
察

会
計

会
計

署

警
務

警
務

犯
罪
被
害
者
支
援

留
置
管
理

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
三
十
六
号
　
　
平
成
十
九
年
二
月
十
五
日

八
四



生
活
安
全

生
活
安
全

地
域

地
域

自
動
車
警
ら
班

刑
事

刑
事
庶
務

捜
査

組
織
犯
罪
対
策

鑑
識

交
通

交
通
第
一

交
通
第
二

警
備

警
備

上
野
原
警

警
務

会
計

察
署

警
務

警
備

刑
事
生
活
安
全

生
活
安
全

捜
査

鑑
識

地
域

地
域

自
動
車
警
ら
班

交
通

交
通

別
表
第
三
（
第
三
十
四
条
関
係
）

警
察
署
名

名
　
　
称

位
　
　
　
置

所
　
　
　
管
　
　
　
区

甲
府
警
察

甲
府
駅
前
交

甲
府
市
丸
の
内
一

甲
府
市
の
う
ち
北
口
一
丁
目
、
北
口
二
丁
目

署

番

丁
目
１
番
９
号

、
北
口
三
丁
目
、
宮
前
町
、
丸
の
内
一
丁
目

、
丸
の
内
二
丁
目
、
丸
の
内
三
丁
目
、
中
央

一
丁
目
、
元
紺
屋
町
及
び
愛
宕
町

寿
交
番

甲
府
市
宝
二
丁
目

甲
府
市
の
う
ち
宝
一
丁
目
、
宝
二
丁
目
、
中

２６
番
１６
号

央
四
丁
目
（
街
区
符
号
９
番
か
ら
１２
番
ま
で

に
限
る
。）、
中
央
五
丁
目
（
街
区
符
号
８

番
に
限
る
。）、
寿
町
、
相
生
一
丁
目
、
相

生
二
丁
目
、
相
生
三
丁
目
（
街
区
符
号
１
番

か
ら
６
番
ま
で
に
限
る
。）、
青
沼
一
丁
目

（
街
区
符
号
２
番
か
ら
５
番
ま
で
並
び
に
１

番
及
び
６
番
の
一
部
に
限
る
。）、
若
松
町

、
飯
田
一
丁
目
、
飯
田
二
丁
目
、
飯
田
三
丁

目
、
飯
田
四
丁
目
及
び
飯
田
五
丁
目

城
東
交
番

甲
府
市
城
東
三
丁

甲
府
市
の
う
ち
中
央
二
丁
目
、
中
央
三
丁
目

目
１５
番
３１
号

、
中
央
四
丁
目
（
街
区
符
号
９
番
か
ら
１２
番

ま
で
を
除
く
。）、
中
央
五
丁
目
（
街
区
符

号
８
番
を
除
く
。）、
城
東
一
丁
目
、
城
東

二
丁
目
、
城
東
三
丁
目
、
城
東
四
丁
目
及
び

城
東
五
丁
目

酒
折
交
番

甲
府
市
横
根
町
七

甲
府
市
の
う
ち
善
光
寺
町
、
善
光
寺
一
丁
目

の
一

、
善
光
寺
二
丁
目
、
善
光
寺
三
丁
目
、
砂
田

町
、
東
光
寺
町
、
東
光
寺
一
丁
目
、
東
光
寺

二
丁
目
、
東
光
寺
三
丁
目
、
酒
折
町
、
酒
折

一
丁
目
、
酒
折
二
丁
目
、
酒
折
三
丁
目
、
和

戸
町
及
び
横
根
町

山
の
手
交
番

甲
府
市
美
咲
一
丁

甲
府
市
の
う
ち
天
神
町
、
美
咲
一
丁
目
、
美

目
１１
番
２７
号

咲
二
丁
目
（
街
区
符
号
１
番
か
ら
１３
番
ま
で

に
限
る
。）、
朝
日
一
丁
目
、
朝
日
二
丁
目
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、
朝
日
三
丁
目
、
朝
日
四
丁
目
、
朝
日
五
丁

目
、
武
田
一
丁
目
、
武
田
二
丁
目
、
武
田
三

丁
目
、
武
田
四
丁
目
、
緑
が
丘
一
丁
目
、
緑

が
丘
二
丁
目
、
大
和
町
、
塩
部
一
丁
目
、
塩

部
二
丁
目
、
塩
部
三
丁
目
及
び
塩
部
四
丁
目

千
塚
交
番

甲
府
市
千
塚
一
丁

甲
府
市
の
う
ち
千
塚
一
丁
目
、
千
塚
二
丁
目

目
２
番
１５
号

、
千
塚
三
丁
目
、
千
塚
四
丁
目
、
千
塚
五
丁

目
、
富
士
見
一
丁
目
、
富
士
見
二
丁
目
、
湯

村
一
丁
目
、
湯
村
二
丁
目
、
湯
村
三
丁
目
、

音
羽
町
、
羽
黒
町
及
び
山
宮
町

池
田
交
番

甲
府
市
新
田
町
一

甲
府
市
の
う
ち
荒
川
一
丁
目
、
荒
川
二
丁
目

の
三

、
池
田
一
丁
目
、
池
田
二
丁
目
、
池
田
三
丁

目
、
中
村
町
、
長
松
寺
町
、
金
竹
町
、
新
田

町
、
下
飯
田
一
丁
目
、
下
飯
田
二
丁
目
、
下

飯
田
三
丁
目
、
下
飯
田
四
丁
目
及
び
下
河
原

町

貢
川
交
番

甲
府
市
上
石
田
一

甲
府
市
の
う
ち
上
石
田
一
丁
目
、
上
石
田
二

丁
目
５
番
１６
号

丁
目
、
上
石
田
三
丁
目
、
上
石
田
四
丁
目
、

下
石
田
二
丁
目
、
高
畑
一
丁
目
、
高
畑
二
丁

目
、
貢
川
本
町
、
富
竹
一
丁
目
、
富
竹
二
丁

目
、
富
竹
三
丁
目
、
富
竹
四
丁
目
、
貢
川
一

丁
目
及
び
貢
川
二
丁
目

甲
運
警
察
官

甲
府
市
川
田
町
一

甲
府
市
の
う
ち
川
田
町
及
び
桜
井
町

駐
在
所

三
六
の
四

北
新
警
察
官

甲
府
市
北
新
一
丁

甲
府
市
の
う
ち
北
新
一
丁
目
、
北
新
二
丁
目

駐
在
所

目
１
番
１６
号

、
小
松
町
、
西
田
町
、
屋
形
一
丁
目
、
美
咲

二
丁
目
（
街
区
符
号
１
番
か
ら
１３
番
ま
で
を

除
く
。）
及
び
和
田
町

相
川
警
察
官

甲
府
市
古
府
中
町

甲
府
市
の
う
ち
上
積
翠
寺
町
、
下
積
翠
寺
町

駐
在
所

六
〇
〇
二
の
七

、
塚
原
町
、
岩
窪
町
、
古
府
中
町
、
大
手
一

丁
目
、
大
手
二
丁
目
、
大
手
三
丁
目
、
屋
形

二
丁
目
及
び
屋
形
三
丁
目

徳
行
警
察
官

甲
府
市
徳
行
一
丁

甲
府
市
の
う
ち
徳
行
一
丁
目
、
徳
行
二
丁
目

駐
在
所

目
４
番
２０
号

、
徳
行
三
丁
目
、
徳
行
四
丁
目
及
び
徳
行
五

丁
目

昇
仙
峡
警
察

甲
府
市
平
瀬
町
三

甲
府
市
の
う
ち
上
帯
那
町
、
下
帯
那
町
、
平

官
駐
在
所

四
六
七

瀬
町
、
塔
岩
町
、
竹
日
向
町
、
高
成
町
、
御

岳
町
、
川
窪
町
、
猪
狩
町
、
草
鹿
沢
町
、
黒

平
町
及
び
高
町

甲
府
駅
北
口

甲
府
市
北
口
二
丁

連
絡
所

目
２
番
７
号

南
甲
府
警

湯
田
交
番

甲
府
市
湯
田
二
丁

甲
府
市
の
う
ち
相
生
三
丁
目
（
街
区
符
号
１

察
署

目
１１
番
１０
号

番
か
ら
６
番
ま
で
を
除
く
。）、
伊
勢
一
丁

目
、
伊
勢
二
丁
目
、
伊
勢
三
丁
目
、
伊
勢
四

丁
目
、
朝
気
一
丁
目
、
朝
気
二
丁
目
、
朝
気

三
丁
目
、
幸
町
、
青
沼
一
丁
目
（
街
区
符
号

２
番
か
ら
５
番
ま
で
並
び
に
１
番
及
び
６
番

の
一
部
を
除
く
。）、
青
沼
二
丁
目
、
青
沼

三
丁
目
、
太
田
町
、
湯
田
一
丁
目
、
湯
田
二

丁
目
、
南
口
町
、
住
吉
一
丁
目
、
住
吉
二
丁

目
、
住
吉
三
丁
目
、
住
吉
四
丁
目
、
住
吉
五

丁
目
（
街
区
符
号
６
番
（
１
号
か
ら
３１
号
ま

で
を
除
く
。）、
７
番
か
ら
１３
番
ま
で
、
１５

番
、
１６
番
（
２７
号
か
ら
３２
号
ま
で
に
限
る
。

）
及
び
１９
番
（
１
号
か
ら
１６
号
ま
で
を
除
く

。）
に
限
る
。）
及
び
青
葉
町

小
瀬
交
番

甲
府
市
小
瀬
町
一

甲
府
市
の
う
ち
中
小
河
原
町
、
中
小
河
原
一

〇
七
九

丁
目
、
小
瀬
町
、
下
鍛
冶
屋
町
、
下
小
河
原

町
、
住
吉
五
丁
目
（
街
区
符
号
６
番
（
１
号

か
ら
３１
号
ま
で
を
除
く
。）、
７
番
か
ら
１３

番
ま
で
、
１５
番
、
１６
番
（
２７
号
か
ら
３２
号
ま

で
に
限
る
。）
及
び
１９
番
（
１
号
か
ら
１６
号

ま
で
を
除
く
。）
を
除
く
。）、
上
町
、
中
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町
、
上
今
井
町
、
下
今
井
町
、
住
吉
本
町
、

増
坪
町
、
西
油
川
町
、
落
合
町
、
小
曲
町
及

び
東
下
条
町

昭
和
国
母
交

中
巨
摩
郡
昭
和
町

甲
府
市
の
う
ち
高
畑
三
丁
目
、
国
母
一
丁
目

番

西
条
五
一
〇
四

、
国
母
二
丁
目
、
国
母
三
丁
目
、
国
母
四
丁

目
、
国
母
五
丁
目
、
国
母
六
丁
目
、
国
母
七

丁
目
及
び
国
母
八
丁
目
並
び
に
中
巨
摩
郡
昭

和
町
の
う
ち
清
水
新
居
及
び
西
条
（
一
か
ら

一
八
八
ま
で
及
び
二
一
五
三
か
ら
五
四
〇
九

ま
で
（
四
二
四
八
か
ら
四
三
三
七
ま
で
を
除

く
。）
に
限
る
。）

玉
諸
警
察
官

甲
府
市
上
阿
原
町

甲
府
市
の
う
ち
蓬
沢
一
丁
目
、
蓬
沢
町
、
里

駐
在
所

五
六
三

吉
一
丁
目
、
里
吉
二
丁
目
、
里
吉
三
丁
目
、

里
吉
四
丁
目
、
里
吉
町
、
西
高
橋
町
、
七
沢

町
、
上
阿
原
町
、
国
玉
町
及
び
向
町

大
里
警
察
官

甲
府
市
西
下
条
町

甲
府
市
の
う
ち
大
里
町
（
通
称
北
耕
地
、
二

駐
在
所

一
九
八
の
二

日
市
場
（
県
道
甲
府
玉
穂
中
道
線
以
北
の
地

区
に
限
る
。）
及
び
荒
川
以
東
の
地
区
を
除

く
。）、
大
津
町
、
宮
原
町
（
一
五
一
の
二

か
ら
一
五
一
の
一
七
ま
で
、
一
七
五
、
一
八

〇
の
二
及
び
二
〇
〇
か
ら
一
三
六
〇
ま
で
に

限
る
。）、
堀
之
内
町
、
高
室
町
及
び
西
下
条

町

大
国
警
察
官

甲
府
市
後
屋
町
五

甲
府
市
の
う
ち
上
小
河
原
町
、
上
条
新
居
町

駐
在
所

二
四
の
二

、
古
上
条
町
、
後
屋
町
、
大
里
町
（
通
称
北

耕
地
、
二
日
市
場
（
県
道
甲
府
玉
穂
中
道
線

以
北
の
地
区
に
限
る
。）
及
び
荒
川
以
東
の

地
区
に
限
る
。）
及
び
宮
原
町
（
一
五
一
の

二
か
ら
一
五
一
の
一
七
ま
で
、
一
七
五
、
一

八
〇
の
二
及
び
二
〇
〇
か
ら
一
三
六
〇
ま
で

を
除
く
。）

右
左
口
警
察

甲
府
市
右
左
口
町

甲
府
市
の
う
ち
右
左
口
町
、
中
畑
町
、
上
向

官
駐
在
所

一
三
三
一

山
町
、
下
向
山
町
及
び
心
経
寺
町

上
曽
根
警
察

甲
府
市
上
曽
根
町

甲
府
市
の
う
ち
白
井
町
、
上
曽
根
町
及
び
下

官
駐
在
所

一
九
〇
四
の
一

曽
根
町

上
九
一
色
警

甲
府
市
梯
町
二
七

甲
府
市
の
う
ち
梯
町
及
び
古
関
町

察
官
駐
在
所

一

小
井
川
警
察

中
央
市
布
施
三
三

中
央
市
の
う
ち
布
施
（
通
称
新
町
を
除
く
。

官
駐
在
所

七
九
の
四

）
及
び
山
之
神

花
輪
警
察
官

中
央
市
西
花
輪
四

中
央
市
の
う
ち
東
花
輪
、
西
花
輪
、
大
田
和

駐
在
所

四

、
藤
巻
、
今
福
新
田
、
馬
籠
、
臼
井
阿
原
、

今
福
及
び
布
施
（
通
称
新
町
に
限
る
。）

下
河
東
警
察

中
央
市
下
河
東
六

中
央
市
の
う
ち
上
三
條
、
下
三
條
、
下
河
東

官
駐
在
所

二
〇

、
一
町
畑
、
町
之
田
及
び
乙
黒

成
島
警
察
官

中
央
市
成
島
一
八

中
央
市
の
う
ち
西
新
居
、
中
楯
、
成
島
、
極

駐
在
所

〇
〇
の
二

楽
寺
、
井
之
口
及
び
若
宮

豊
富
警
察
官

中
央
市
大
鳥
居
四

中
央
市
の
う
ち
浅
利
、
高
部
、
木
原
、
大
鳥

駐
在
所

五
五
六
の
一

居
及
び
関
原

西
条
警
察
官

中
巨
摩
郡
昭
和
町

中
巨
摩
郡
昭
和
町
の
う
ち
西
条
（
一
か
ら
一

駐
在
所

西
条
一
四
八
一
の

八
八
ま
で
及
び
二
一
五
三
か
ら
五
四
〇
九
ま

六

で
（
四
二
四
八
か
ら
四
三
三
七
ま
で
を
除
く

。）
を
除
く
。）、
西
条
新
田
、
築
地
新
居
、

押
越
及
び
紙
漉
阿
原

押
原
警
察
官

中
巨
摩
郡
昭
和
町

中
巨
摩
郡
昭
和
町
の
う
ち
河
東
中
島
、
河
西

駐
在
所

河
東
中
島
一
五
九

、
上
河
東
及
び
飯
喰

六
の
六

太
田
町
連
絡

甲
府
市
太
田
町
１０

所

番
１５
号
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南
ア
ル
プ

署
所
在
地

南
ア
ル
プ
ス
市
十

南
ア
ル
プ
ス
市
の
う
ち
十
五
所
、
吉
田
、
沢

ス
警
察
署

五
所
七
五
九
の
二

登
、
上
今
井
、
小
笠
原
（
滝
沢
川
以
北
の
地

区
に
限
る
。）、
桃
園
、
曲
輪
田
及
び
上
宮

地

小
笠
原
警
察

南
ア
ル
プ
ス
市
小

南
ア
ル
プ
ス
市
の
う
ち
小
笠
原
（
滝
沢
川
以

官
駐
在
所

笠
原
七
七
九
の
五

北
の
地
区
を
除
く
。）
及
び
山
寺

野
之
瀬
警
察

南
ア
ル
プ
ス
市
上

南
ア
ル
プ
ス
市
の
う
ち
上
市
之
瀬
、
中
野
、

官
駐
在
所

市
之
瀬
六
六
の
一

上
野
、
平
岡
、
高
尾
、
下
市
之
瀬
及
び
あ
や

め
が
丘

百
田
警
察
官

南
ア
ル
プ
ス
市
百

南
ア
ル
プ
ス
市
の
う
ち
百
々
及
び
上
八
田

駐
在
所

々
二
六
八
六
の
五

源
警
察
官
駐

南
ア
ル
プ
ス
市
有

南
ア
ル
プ
ス
市
の
う
ち
飯
野
新
田
、
曲
輪
田

在
所

野
三
三
七
九
の
二

新
田
、
築
山
、
有
野
、
須
沢
、
大
嵐
、
駒
場

及
び
塩
前

今
諏
訪
警
察

南
ア
ル
プ
ス
市
上

南
ア
ル
プ
ス
市
の
う
ち
上
今
諏
訪
、
下
今
諏

官
駐
在
所

今
諏
訪
一
三
二
五

訪
及
び
西
野

の
二

巨
摩
警
察
官

南
ア
ル
プ
ス
市
飯

南
ア
ル
プ
ス
市
の
う
ち
在
家
塚
及
び
飯
野

駐
在
所

野
二
八
九
一
の
二

大
井
警
察
官

南
ア
ル
プ
ス
市
古

南
ア
ル
プ
ス
市
の
う
ち
古
市
場
、
鮎
沢
、
下

駐
在
所

市
場
六
一
四
の
五

宮
地
及
び
江
原

南
湖
警
察
官

南
ア
ル
プ
ス
市
東

南
ア
ル
プ
ス
市
の
う
ち
東
南
湖
、
西
南
湖
、

駐
在
所

南
湖
三
二
七
二

和
泉
、
田
島
及
び
高
田
新
田

落
合
警
察
官

南
ア
ル
プ
ス
市
落

南
ア
ル
プ
ス
市
の
う
ち
落
合
、
湯
沢
、
塚
原

駐
在
所

合
二
九
五
の
一

、
川
上
及
び
秋
山

五
明
警
察
官

南
ア
ル
プ
ス
市
荊

南
ア
ル
プ
ス
市
の
う
ち
荊
沢
、
大
師
、
清
水

駐
在
所

沢
一
二
五
七

、
戸
田
及
び
宮
沢

三
田
警
察
官

南
ア
ル
プ
ス
市
寺

南
ア
ル
プ
ス
市
の
う
ち
十
日
市
場
、
寺
部
（

駐
在
所

部
一
四
四
の
一

通
称
今
井
、
中
西
及
び
御
崎
を
除
く
。）、
加

賀
美
、
浅
原
及
び
藤
田

鏡
中
条
警
察

南
ア
ル
プ
ス
市
鏡

南
ア
ル
プ
ス
市
の
う
ち
鏡
中
条
、
下
今
井
及

官
駐
在
所

中
条
七
〇
四
の
一

び
寺
部
（
通
称
今
井
、
中
西
及
び
御
崎
に
限

る
。）

八
田
警
察
官

南
ア
ル
プ
ス
市
野

南
ア
ル
プ
ス
市
の
う
ち
野
牛
島
、
六
科
、
榎

駐
在
所

牛
島
一
九
一
二
の

原
、
徳
永
、
上
高
砂
及
び
下
高
砂

八

芦
安
警
察
官

南
ア
ル
プ
ス
市
芦

南
ア
ル
プ
ス
市
の
う
ち
芦
安
芦
倉
及
び
芦
安

駐
在
所

安
芦
倉
七
六
九

安
通

韮
崎
警
察

韮
崎
駅
前
交

韮
崎
市
若
宮
一
丁

韮
崎
市
の
う
ち
上
祖
母
石
、
下
祖
母
石
、
一

署

番

目
１
番
６
号

ツ
谷
、
水
神
一
丁
目
、
水
神
二
丁
目
、
本
町

一
丁
目
、
本
町
二
丁
目
、
本
町
三
丁
目
、
本

町
四
丁
目
、
中
央
町
、
富
士
見
ヶ
丘
一
丁
目

、
富
士
見
ヶ
丘
二
丁
目
、
若
宮
一
丁
目
、
若

宮
二
丁
目
、
若
宮
三
丁
目
、
富
士
見
一
丁
目

、
富
士
見
二
丁
目
、
富
士
見
三
丁
目
、
中
島

一
丁
目
、
中
島
二
丁
目
、
栄
一
丁
目
、
栄
二

丁
目
、
上
ノ
山
及
び
岩
下

竜
王
交
番

甲
斐
市
篠
原
二
三

甲
斐
市
の
う
ち
竜
王
、
竜
王
新
町
、
篠
原
、

二
三
の
一

富
竹
新
田
、
万
才
、
名
取
、
西
八
幡
及
び
玉

川

円
野
警
察
官

韮
崎
市
円
野
町
下

韮
崎
市
の
う
ち
円
野
町
上
円
井
、
円
野
町
下

駐
在
所

円
井
五
七
四
の
一

円
井
、
円
野
町
入
戸
野
、
清
哲
町
折
居
、
清

哲
町
青
木
、
清
哲
町
水
上
、
清
哲
町
樋
ノ
口

及
び
穴
山
町
（
通
称
西
河
原
に
限
る
。）

旭
警
察
官
駐

韮
崎
市
旭
町
上
条

韮
崎
市
の
う
ち
旭
町
上
条
北
割
、
旭
町
上
条

在
所

中
割
一
〇
五
三
の

中
割
、
旭
町
上
条
南
割
、
神
山
町
北
宮
地
、

四

神
山
町
鍋
山
及
び
神
山
町
武
田
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竜
岡
警
察
官

韮
崎
市
竜
岡
町
下

韮
崎
市
の
う
ち
竜
岡
町
若
尾
新
田
、
竜
岡
町

駐
在
所

条
東
割
八
二
二
の

下
条
東
割
、
竜
岡
町
下
条
南
割
、
大
草
町
若

二

尾
、
大
草
町
上
条
東
割
、
大
草
町
下
条
中
割

及
び
大
草
町
下
条
西
割

穂
坂
警
察
官

韮
崎
市
穂
坂
町
宮

韮
崎
市
の
う
ち
穂
坂
町
上
今
井
、
穂
坂
町
長

駐
在
所

久
保
六
一
一
一
の

久
保
、
穂
坂
町
三
ツ
沢
、
穂
坂
町
宮
久
保
、

一

穂
坂
町
三
之
蔵
及
び
穂
坂
町
柳
平

穴
山
警
察
官

韮
崎
市
穴
山
町
四

韮
崎
市
の
う
ち
穴
山
町
（
通
称
西
河
原
を
除

駐
在
所

三
八
五
の
二

く
。）、
中
田
町
小
田
川
及
び
中
田
町
中
条

藤
井
警
察
官

韮
崎
市
藤
井
町
北

韮
崎
市
の
う
ち
藤
井
町
南
下
条
、
藤
井
町
坂

駐
在
所

下
条
四
九
一
の
四

井
、
藤
井
町
駒
井
及
び
藤
井
町
北
下
条

敷
島
北
警
察

甲
斐
市
島
上
条
一

甲
斐
市
の
う
ち
島
上
条
、
境
、
大
久
保
、
天

官
駐
在
所

七
七
一
の
二

狗
沢
、
牛
句
、
亀
沢
、
打
返
、
漆
戸
、
獅
子

平
、
上
菅
口
、
下
菅
口
、
安
寺
、
神
戸
、
下

福
沢
、
上
福
沢
、
下
芦
沢
、
上
芦
沢
、
中
下

条
（
通
称
大
栄
に
限
る
。
）
、
吉
沢
及
び
千

田

敷
島
南
警
察

甲
斐
市
中
下
条
一

甲
斐
市
の
う
ち
長
塚
、
大
下
条
及
び
中
下
条

官
駐
在
所

三
二
二
の
二

（
通
称
大
栄
を
除
く
。）

登
美
警
察
官

甲
斐
市
竜
地
六
五

甲
斐
市
の
う
ち
大
垈
（
双
葉
高
原
団
地
内
に

駐
在
所

六
一
の
五

限
る
。）
及
び
竜
地

塩
崎
警
察
官

甲
斐
市
下
今
井
二

甲
斐
市
の
う
ち
下
今
井
、
志
田
、
宇
津
谷
、

駐
在
所

三
八

岩
森
、
菖
蒲
沢
、
団
子
新
居
及
び
大
垈
（
双

葉
高
原
団
地
内
を
除
く
。）

北
杜
警
察

署
所
在
地

北
杜
市
長
坂
町
長

北
杜
市
の
う
ち
長
坂
町
長
坂
上
条
、
長
坂
町

署

坂
上
条
二
五
七
五

中
丸
、
長
坂
町
大
八
田
、
長
坂
町
夏
秋
、
長

の
七
九

坂
町
小
荒
間
、
長
坂
町
白
井
沢
、
長
坂
町
大

井
ヶ
森
及
び
長
坂
町
中
島

朝
神
警
察
官

北
杜
市
明
野
町
浅

北
杜
市
の
う
ち
明
野
町
浅
尾
、
明
野
町
浅
尾

駐
在
所

尾
新
田
一
四
九
九

新
田
、
明
野
町
上
神
取
及
び
明
野
町
下
神
取

上
手
警
察
官

北
杜
市
明
野
町
上

北
杜
市
の
う
ち
明
野
町
上
手
、
明
野
町
小
笠

駐
在
所

手
二
一
四
一
の
三

原
及
び
明
野
町
三
之
蔵

若
神
子
警
察

北
杜
市
須
玉
町
若

北
杜
市
の
う
ち
須
玉
町
若
神
子
、
須
玉
町
上

官
駐
在
所

神
子
七
の
一

津
金
、
須
玉
町
下
津
金
、
須
玉
町
穴
平
、
須

玉
町
若
神
子
新
町
及
び
須
玉
町
境
之
沢

穂
足
警
察
官

北
杜
市
須
玉
町
藤

北
杜
市
の
う
ち
須
玉
町
藤
田
、
須
玉
町
大
豆

駐
在
所

田
三
九
七
の
三

生
田
、
須
玉
町
小
倉
、
須
玉
町
大
蔵
及
び
須

玉
町
東
向

増
富
警
察
官

北
杜
市
須
玉
町
比

北
杜
市
の
う
ち
須
玉
町
小
尾
、
須
玉
町
比
志

駐
在
所

志
三
九
三
六
の
一

及
び
須
玉
町
江
草

三

清
里
警
察
官

北
杜
市
高
根
町
清

北
杜
市
の
う
ち
高
根
町
浅
川
、
高
根
町
清
里

駐
在
所

里
三
五
四
五
の
一

及
び
大
泉
町
西
井
出
（
川
俣
川
以
東
の
地
区

に
限
る
。）

高
根
警
察
官

北
杜
市
高
根
町
箕

北
杜
市
の
う
ち
高
根
町
箕
輪
、
高
根
町
箕
輪

駐
在
所

輪
新
町
四
八
三
の

新
町
、
高
根
町
村
山
東
割
、
高
根
町
村
山
西

一
三

割
、
高
根
町
村
山
北
割
、
高
根
町
蔵
原
、
高

根
町
小
池
、
高
根
町
五
町
田
、
高
根
町
上
黒

沢
、
高
根
町
下
黒
沢
、
高
根
町
東
井
出
、
高

根
町
長
沢
、
高
根
町
堤
及
び
高
根
町
川
俣

日
野
春
警
察

北
杜
市
長
坂
町
塚

北
杜
市
の
う
ち
長
坂
町
富
岡
、
長
坂
町
塚
川

官
駐
在
所

川
二
八
一
九
の
三

、
長
坂
町
渋
沢
、
長
坂
町
日
野
及
び
長
坂
町

一

長
坂
下
条

大
泉
警
察
官

北
杜
市
大
泉
町
谷

北
杜
市
の
う
ち
大
泉
町
谷
戸
及
び
大
泉
町
西

駐
在
所

戸
二
九
六
六
の
一

井
出
（
川
俣
川
以
東
の
地
区
を
除
く
。）

台
ヶ
原
警
察

北
杜
市
白
州
町
台

北
杜
市
の
う
ち
白
州
町
白
須
、
白
州
町
台
ヶ
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官
駐
在
所

ヶ
原
二
二
一
〇
の

原
、
白
州
町
花
水
、
白
州
町
大
坊
及
び
白
州

二

町
横
手

鳳
来
警
察
官

北
杜
市
白
州
町
下

北
杜
市
の
う
ち
白
州
町
上
教
来
石
、
白
州
町

駐
在
所

教
来
石
四
八
の
二

下
教
来
石
、
白
州
町
鳥
原
及
び
白
州
町
大
武

川

武
川
警
察
官

北
杜
市
武
川
町
三

北
杜
市
の
う
ち
武
川
町

駐
在
所

吹
二
一
二
〇
の
三

小
淵
沢
警
察

北
杜
市
小
淵
沢
町

北
杜
市
の
う
ち
小
淵
沢
町

官
駐
在
所

八
一
六
二
の
一

鰍
沢
警
察

署
所
在
地

南
巨
摩
郡
増
穂
町

南
巨
摩
郡
鰍
沢
町
の
う
ち
鰍
沢
町
の
地
区

署

最
勝
寺
一
三
〇
六

（
通
称
小
柳
川
、
国
見
平
、
鬼
島
、
日
向
、

梅
久
保
及
び
久
保
沢
を
除
く
。）
並
び
に
南

巨
摩
郡
増
穂
町
の
う
ち
小
室
及
び
高
下

市
川
大
門
交

西
八
代
郡
市
川
三

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
の
う
ち
市
川
大
門
、

番

郷
町
市
川
大
門
五

印
沢
、
高
田
、
下
芦
川
、
三
帳
、
高
萩
、
垈

八
〇
の
三

、
中
山
及
び
畑
熊

大
同
警
察
官

西
八
代
郡
市
川
三

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
の
う
ち
下
大
鳥
居
、

駐
在
所

郷
町
黒
沢
三
一
五

八
之
尻
、
黒
沢
及
び
山
保
並
び
に
南
巨
摩
郡

の
二

鰍
沢
町
の
う
ち
駅
前
通
一
丁
目
及
び
駅
前
通

二
丁
目

上
野
警
察
官

西
八
代
郡
市
川
三

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
の
う
ち
上
野
及
び
大

駐
在
所

郷
町
上
野
一
一
三

塚

二

岩
間
警
察
官

西
八
代
郡
市
川
三

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
の
う
ち
岩
間
、
落
居

駐
在
所

郷
町
岩
間
九
五
一

、
楠
甫
、
宮
原
、
葛
篭
沢
、
鴨
狩
津
向
、
五

の
一

八
、
岩
下
及
び
寺
所

青
柳
警
察
官

南
巨
摩
郡
増
穂
町

南
巨
摩
郡
増
穂
町
の
う
ち
長
沢
、
大
椚
及
び

駐
在
所

青
柳
町
一
三
三
三

青
柳
町

の
一

最
勝
寺
警
察

南
巨
摩
郡
増
穂
町

南
巨
摩
郡
増
穂
町
の
う
ち
天
神
中
条
及
び
最

官
駐
在
所

最
勝
寺
三
五
一
の

勝
寺
（
通
称
寺
尾
を
除
く
。）

六

●
米
警
察
官

南
巨
摩
郡
増
穂
町

南
巨
摩
郡
増
穂
町
の
う
ち
●
米
、
小
林
、
平

駐
在
所

●
米
一
五
三
九
の

林
、
大
久
保
及
び
最
勝
寺
（
通
称
寺
尾
に
限

一

る
。）

五
開
警
察
官

南
巨
摩
郡
鰍
沢
町

南
巨
摩
郡
鰍
沢
町
の
う
ち
箱
原
、
柳
川
、
鳥

駐
在
所

五
六
三
九
の
六
〇

屋
、
長
知
沢
、
十
谷
、
鹿
島
及
び
旧
鰍
沢
町

の
地
区
（
通
称
小
柳
川
、
国
見
平
、
鬼
島
、

日
向
、
梅
久
保
及
び
久
保
沢
に
限
る
。）

南
部
警
察

署
所
在
地

南
巨
摩
郡
南
部
町

南
巨
摩
郡
南
部
町
の
う
ち
南
部
、
大
和
、
塩

署

南
部
九
三
三
五
の

沢
、
中
野
、
本
郷
、
成
島
、
内
船
、
上
佐
野

一

、
下
佐
野
及
び
井
出

本
建
警
察
官

南
巨
摩
郡
早
川
町

南
巨
摩
郡
早
川
町
及
び
南
巨
摩
郡
身
延
町
の

駐
在
所

高
住
六
一
七
の
二

う
ち
身
延
（
四
二
一
七
の
一
に
限
る
。）

久
那
土
警
察

南
巨
摩
郡
身
延
町

南
巨
摩
郡
身
延
町
の
う
ち
三
沢
、
車
田
、
樋

官
駐
在
所

三
沢
一
〇
八
〇
の

田
、
熊
沢
、
久
保
、
嶺
、
大
山
、
山
家
、
切

一

房
木
、
道
、
水
船
、
芝
草
、
上
田
原
、
古
関

（
通
称
丸
畑
の
う
ち
町
道
田
上
線
西
側
の
地

区
を
除
く
。）、
根
子
、
釜
額
（
本
栖
湖
区

域
（
山
梨
県
警
察
組
織
条
例
別
表
に
規
定
す

る
本
栖
湖
区
域
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
に

係
る
地
区
を
除
く
。）、
中
之
倉
（
本
栖
湖

区
域
に
係
る
地
区
を
除
く
。）、
瀬
戸
、
折

門
、
八
坂
及
び
大
磯
小
磯

常
葉
警
察
官

南
巨
摩
郡
身
延
町

南
巨
摩
郡
身
延
町
の
う
ち
常
葉
、
杉
山
、
北

駐
在
所

常
葉
六
〇
二
二

川
、
一
色
、
清
沢
、
大
炊
平
、
岩
欠
、
市
之

瀬
及
び
古
関
（
通
称
丸
畑
の
う
ち
町
道
田
上

線
西
側
の
地
区
に
限
る
。）
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下
部
警
察
官

南
巨
摩
郡
身
延
町

南
巨
摩
郡
身
延
町
の
う
ち
下
部
、
波
高
島
、

駐
在
所

下
部
九
九
六

湯
之
奥
、
上
之
平
、
桃
ケ
窪
、
大
子
及
び
川

向

西
島
警
察
官

南
巨
摩
郡
身
延
町

南
巨
摩
郡
身
延
町
の
う
ち
西
島
及
び
大
塩

駐
在
所

西
島
一
一
五
一
の

一

切
石
警
察
官

南
巨
摩
郡
身
延
町

南
巨
摩
郡
身
延
町
の
う
ち
平
須
、
久
成
、
手

駐
在
所

切
石
二
七
五

打
沢
、
日
向
南
沢
、
寺
沢
、
切
石
、
夜
子
沢

、
矢
細
工
、
古
長
谷
、
福
原
、
梨
子
、
江
尻

窪
、
中
山
、
遅
沢
、
八
日
市
場
、
伊
沼
、
飯

富
、
下
田
原
及
び
宮
木

下
山
警
察
官

南
巨
摩
郡
身
延
町

南
巨
摩
郡
身
延
町
の
う
ち
下
山
及
び
粟
倉

駐
在
所

下
山
一
一
三
五
三

の
四

身
延
山
警
察

南
巨
摩
郡
身
延
町

南
巨
摩
郡
身
延
町
の
う
ち
身
延
（
四
二
一
七

官
駐
在
所

身
延
三
五
六
七

の
一
を
除
く
。）、
小
田
船
原
、
門
野
、
大

城
、
相
又
、
横
根
中
、
光
子
沢
及
び
清
子

梅
平
警
察
官

南
巨
摩
郡
身
延
町

南
巨
摩
郡
身
延
町
の
う
ち
梅
平
、
波
木
井
及

駐
在
所

梅
平
六
五
一
の
一

び
大
野

身
延
駅
前
警

南
巨
摩
郡
身
延
町

南
巨
摩
郡
身
延
町
の
う
ち
角
打
、
和
田
、
樋

察
官
駐
在
所

角
打
五
三
七
の
五

之
上
、
大
島
、
丸
滝
、
帯
金
、
大
崩
、
大
垈

、
椿
草
里
、
下
八
木
沢
及
び
上
八
木
沢

富
河
警
察
官

南
巨
摩
郡
南
部
町

南
巨
摩
郡
南
部
町
の
う
ち
楮
根
及
び
福
士

駐
在
所

福
士
二
八
五
一
五

万
沢
警
察
官

南
巨
摩
郡
南
部
町

南
巨
摩
郡
南
部
町
の
う
ち
万
沢
及
び
十
島

駐
在
所

万
沢
五
二
〇
四
の

一

新
倉
連
絡
所

南
巨
摩
郡
早
川
町

新
倉
一
二
二
の
一

古
関
連
絡
所

南
巨
摩
郡
身
延
町

古
関
一
三
九
の
一

飯
富
連
絡
所

南
巨
摩
郡
身
延
町

飯
富
一
二
九
二
の

三

内
船
駅
前
連

南
巨
摩
郡
南
部
町

絡
所

内
船
七
七
六
九
の

三

笛
吹
警
察

署
所
在
地

笛
吹
市
石
和
町
市

笛
吹
市
の
う
ち
石
和
町
川
中
島
、
石
和
町
八

署

部
五
五
五

田
、
石
和
町
市
部
、
石
和
町
四
日
市
場
、
石

和
町
窪
中
島
、
石
和
町
松
本
、
石
和
町
山
崎

、
石
和
町
上
平
井
、
石
和
町
下
平
井
、
石
和

町
中
川
及
び
石
和
町
広
瀬

富
士
見
警
察

笛
吹
市
石
和
町
河

笛
吹
市
の
う
ち
石
和
町
小
石
和
、
石
和
町
唐

官
駐
在
所

内
七
一
の
二

柏
、
石
和
町
河
内
、
石
和
町
今
井
、
石
和
町

東
高
橋
、
石
和
町
東
油
川
、
石
和
町
砂
原
及

び
石
和
町
井
戸

黒
駒
警
察
官

笛
吹
市
御
坂
町
上

笛
吹
市
の
う
ち
御
坂
町
上
黒
駒
、
御
坂
町
下

駐
在
所

黒
駒
八
四
四
の
二

黒
駒
、
御
坂
町
藤
野
木
及
び
御
坂
町
尾
山

花
鳥
警
察
官

笛
吹
市
御
坂
町
竹

笛
吹
市
の
う
ち
八
代
町
奈
良
原
、
八
代
町
竹

駐
在
所

居
二
三
四
八

居
、
八
代
町
高
家
、
御
坂
町
大
野
寺
及
び
御

坂
町
竹
居

錦
生
警
察
官

笛
吹
市
御
坂
町
夏

笛
吹
市
の
う
ち
御
坂
町
八
千
蔵
、
御
坂
町
二

駐
在
所

目
原
七
一
八

之
宮
、
御
坂
町
井
之
上
、
御
坂
町
夏
目
原
、

御
坂
町
栗
合
、
御
坂
町
蕎
麦
塚
、
御
坂
町
下

野
原
、
御
坂
町
金
川
原
、
御
坂
町
成
田
及
び

御
坂
町
国
衙
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金
田
警
察
官

笛
吹
市
一
宮
町
金

笛
吹
市
の
う
ち
一
宮
町
金
田
、
一
宮
町
東
原

駐
在
所

田
一
一
四
三
の
八

、
一
宮
町
橋
立
、
一
宮
町
竹
原
田
、
一
宮
町

坪
井
、
一
宮
町
田
中
、
一
宮
町
下
矢
作
及
び

一
宮
町
国
分

浅
間
警
察
官

笛
吹
市
一
宮
町
塩

笛
吹
市
の
う
ち
一
宮
町
土
塚
、
一
宮
町
塩
田

駐
在
所

田
四
五
五
の
五

、
一
宮
町
市
之
蔵
、
一
宮
町
金
沢
、
一
宮
町

狐
新
居
、
一
宮
町
東
新
居
、
一
宮
町
神
沢
、

一
宮
町
石
、
一
宮
町
千
米
寺
、
一
宮
町
新
巻

、
一
宮
町
地
蔵
堂
及
び
一
宮
町
末
木

相
興
警
察
官

笛
吹
市
一
宮
町
中

笛
吹
市
の
う
ち
一
宮
町
中
尾
、
一
宮
町
南
野

駐
在
所

尾
七
六
六

呂
、
一
宮
町
北
野
呂
、
一
宮
町
上
矢
作
、
一

宮
町
小
城
、
一
宮
町
北
都
塚
、
一
宮
町
一
ノ

宮
及
び
一
宮
町
本
都
塚

八
代
警
察
官

笛
吹
市
八
代
町
南

笛
吹
市
の
う
ち
八
代
町
南
、
八
代
町
北
、
八

駐
在
所

四
三
一
の
一

代
町
岡
、
八
代
町
大
間
田
、
八
代
町
増
利
、

八
代
町
米
倉
及
び
八
代
町
永
井

境
川
警
察
官

笛
吹
市
境
川
町
藤

笛
吹
市
の
う
ち
境
川
町
大
黒
坂
、
境
川
町
小

駐
在
所

垈
二
二
九
二
の
一

黒
坂
、
境
川
町
小
山
、
境
川
町
前
間
田
、
境

川
町
石
橋
、
境
川
町
三
椚
、
境
川
町
大
坪
、

境
川
町
大
窪
、
境
川
町
藤
垈
、
境
川
町
坊
ヶ

峯
及
び
境
川
町
寺
尾

春
日
居
警
察

笛
吹
市
春
日
居
町

笛
吹
市
の
う
ち
春
日
居
町
熊
野
堂
、
春
日
居

官
駐
在
所

熊
野
堂
二
三
五
の

町
下
岩
下
、
春
日
居
町
別
田
、
春
日
居
町
桑

五

戸
、
春
日
居
町
小
松
、
春
日
居
町
加
茂
、
春

日
居
町
寺
本
、
春
日
居
町
国
府
、
春
日
居
町

鎮
目
及
び
春
日
居
町
徳
条

芦
川
警
察
官

笛
吹
市
芦
川
町
中

笛
吹
市
の
う
ち
芦
川
町
上
芦
川
、
芦
川
町
新

駐
在
所

芦
川
六
五
九
の
三

井
原
、
芦
川
町
中
芦
川
及
び
芦
川
町
鴬
宿

日
下
部
警

署
所
在
地

山
梨
市
北
二
六
一

山
梨
市
の
う
ち
七
日
市
場
、
下
井
尻
、
東
、

察
署

西
、
南
、
北
、
市
川
、
江
曽
原
、
大
工
、
堀

の
内
、
水
口
及
び
切
差

山
梨
市
駅
前

山
梨
市
上
神
内
川

山
梨
市
の
う
ち
小
原
東
（
県
道
万
力
小
屋
敷

交
番

七
二
の
七

線
以
東
で
あ
り
、
か
つ
、
県
道
休
息
山
梨
線

以
北
で
あ
る
地
区
を
除
く
。）、
小
原
西
、

上
神
内
川
、
下
神
内
川
、
大
野
、
上
石
森
及

び
下
石
森

塩
山
駅
前
交

甲
州
市
塩
山
上
於

甲
州
市
の
う
ち
塩
山
上
於
曽
、
塩
山
下
於
曽

番

曽
一
七
一
三
の
一

、
塩
山
赤
尾
、
塩
山
上
塩
後
、
塩
山
下
塩
後

、
塩
山
下
萩
原
（
通
称
萩
原
山
二
五
三
五
を

除
く
。）、
塩
山
西
広
門
田
、
塩
山
西
野
原

、
塩
山
熊
野
及
び
塩
山
牛
奥
（
通
称
牛
奥
山

五
五
三
二
の
一
及
び
五
五
三
二
の
四
二
か
ら

五
五
三
二
の
四
七
ま
で
を
除
く
。）

東
山
梨
駅
前

山
梨
市
上
之
割
一

山
梨
市
の
う
ち
小
原
東
（
県
道
万
力
小
屋
敷

警
察
官
駐
在

八
四
の
五

線
以
東
で
あ
り
、
か
つ
、
県
道
休
息
山
梨
線

所

以
北
で
あ
る
地
区
に
限
る
。）、
鴨
居
寺
、
三

ケ
所
、
上
之
割
及
び
東
後
屋
敷

落
合
警
察
官

山
梨
市
落
合
一

山
梨
市
の
う
ち
落
合
、
上
岩
下
、
山
根
、
矢

駐
在
所

坪
、
万
力
及
び
正
徳
寺

日
川
警
察
官

山
梨
市
歌
田
一

山
梨
市
の
う
ち
一
町
田
中
、
歌
田
、
上
栗
原

駐
在
所

、
下
栗
原
及
び
中
村

牧
丘
警
察
官

山
梨
市
牧
丘
町
窪

山
梨
市
の
う
ち
牧
丘
町
窪
平
、
牧
丘
町
、

駐
在
所

平
二
六
七
の
三

牧
丘
町
室
伏
、
牧
丘
町
千
野
々
宮
、
牧
丘
町

杣
口
、
牧
丘
町
成
沢
及
び
牧
丘
町
城
古
寺

牧
平
警
察
官

山
梨
市
牧
丘
町
牧

山
梨
市
の
う
ち
牧
丘
町
牧
平
、
牧
丘
町
北
原

駐
在
所

平
四
六
〇
の
一

、
牧
丘
町
西
保
中
、
牧
丘
町
西
保
下
、
牧
丘

町
倉
科
及
び
牧
丘
町
柳
平

三
富
警
察
官

山
梨
市
三
富
下
釜

山
梨
市
の
う
ち
三
富
上
柚
木
、
三
富
下
荻
原

駐
在
所

口
二
五
八
の
四

、
三
富
徳
和
、
三
富
下
釜
口
、
三
富
川
浦
及
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び
三
富
上
釜
口

千
野
警
察
官

甲
州
市
塩
山
千
野

甲
州
市
の
う
ち
塩
山
上
粟
生
野
、
塩
山
下
粟

駐
在
所

五
二
〇

生
野
、
塩
山
平
沢
、
塩
山
福
生
里
、
塩
山
竹

森
及
び
塩
山
千
野

神
金
警
察
官

甲
州
市
塩
山
上
萩

甲
州
市
の
う
ち
塩
山
上
萩
原
（
通
称
萩
原
山

駐
在
所

原
一
四
五
五
の
一

四
七
八
三
の
一
及
び
通
称
日
川
四
七
八
四
を

除
く
。）、
塩
山
中
萩
原
（
通
称
萩
原
山
四

〇
八
一
の
一
を
除
く
。）、
塩
山
上
小
田
原

、
塩
山
下
小
田
原
及
び
塩
山
一
ノ
瀬
高
橋

松
里
警
察
官

甲
州
市
塩
山
小
屋

甲
州
市
の
う
ち
塩
山
三
日
市
場
、
塩
山
小
屋

駐
在
所

敷
二
二
九
九
の
二

敷
、
塩
山
藤
木
、
塩
山
下
柚
木
及
び
塩
山
上

井
尻

勝
沼
警
察
官

甲
州
市
勝
沼
町
勝

甲
州
市
の
う
ち
勝
沼
町
勝
沼
、
勝
沼
町
等
々

駐
在
所

沼
七
五
六
の
九

力
（
二
二
〇
四
か
ら
二
三
八
六
の
三
二
を
除

く
。）
及
び
勝
沼
町
深
沢

祝
警
察
官
駐

甲
州
市
勝
沼
町
下

甲
州
市
の
う
ち
勝
沼
町
上
岩
崎
、
勝
沼
町
下

在
所

岩
崎
九
四
九

岩
崎
及
び
勝
沼
町
藤
井

勝
沼
ぶ
ど
う

甲
州
市
勝
沼
町
菱

甲
州
市
の
う
ち
勝
沼
町
菱
山
、
勝
沼
町
中
原

郷
駅
前
警
察

山
三
〇
五
〇
の
二

、
勝
沼
町
小
佐
手
、
勝
沼
町
山
、
勝
沼
町
休

官
駐
在
所

息
、
勝
沼
町
錦
塚
及
び
勝
沼
町
等
々
力
（
二

二
〇
四
か
ら
二
三
八
六
の
三
二
ま
で
に
限
る

。）

大
和
警
察
官

甲
州
市
大
和
町
初

甲
州
市
の
う
ち
塩
山
下
萩
原
（
通
称
萩
原
山

駐
在
所

鹿
野
一
六
六
八
の

二
五
三
五
に
限
る
。）、
塩
山
牛
奥
（
通
称

一

牛
奥
山
五
五
三
二
の
一
及
び
五
五
三
二
の
四

二
か
ら
五
五
三
二
の
四
七
ま
で
に
限
る
。）

、
塩
山
上
萩
原
（
通
称
萩
原
山
四
七
八
三
の

一
及
び
通
称
日
川
四
七
八
四
に
限
る
。）、

塩
山
中
萩
原
（
通
称
萩
原
山
四
〇
八
一
の
一

に
限
る
。）、
大
和
町
木
賊
、
大
和
町
田
野

、
大
和
町
初
鹿
野
、
大
和
町
日
影
及
び
大
和

町
鶴
瀬

富
士
吉
田

署
所
在
地

富
士
吉
田
市
松
山

富
士
吉
田
市
の
う
ち
竜
ケ
丘
三
丁
目
（
街
区

警
察
署

五
丁
目
１０
番
１３
号

符
号
７
番
か
ら
９
番
ま
で
に
限
る
。）、
上

吉
田
、
上
吉
田
一
丁
目
、
上
吉
田
二
丁
目
、

上
吉
田
三
丁
目
、
上
吉
田
四
丁
目
、
上
吉
田

五
丁
目
、
上
吉
田
六
丁
目
、
上
吉
田
七
丁
目

、
松
山
、
松
山
一
丁
目
、
松
山
二
丁
目
、
松

山
三
丁
目
、
松
山
四
丁
目
、
松
山
五
丁
目
、

新
西
原
一
丁
目
、
新
西
原
二
丁
目
、
新
西
原

三
丁
目
、
新
西
原
四
丁
目
、
新
西
原
五
丁
目

、
と
き
わ
台
一
丁
目
、
と
き
わ
台
二
丁
目
及

び
新
屋
並
び
に
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
の

う
ち
船
津
（
富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
施
設
内
に

限
る
。）

月
江
寺
交
番

富
士
吉
田
市
緑
ケ

富
士
吉
田
市
の
う
ち
竜
ケ
丘
一
丁
目
、
竜
ケ

丘
一
丁
目
４
番
１８

丘
二
丁
目
、
竜
ケ
丘
三
丁
目
（
街
区
符
号
７

号

番
か
ら
９
番
ま
で
を
除
く
。）
ま
で
、
緑
ケ

丘
一
丁
目
、
緑
ケ
丘
二
丁
目
、
旭
一
丁
目
、

旭
二
丁
目
、
旭
三
丁
目
、
旭
四
丁
目
、
旭
五

丁
目
、
下
吉
田
及
び
新
倉

河
口
湖
交
番

南
都
留
郡
富
士
河

南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
の
う
ち
船
津
（
富

口
湖
町
船
津
六
七

士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
施
設
内
を
除
く
。）、
浅

一
三
の
一
五
二

川
、
小
立
、
勝
山
、
長
浜
、
西
湖
、
西
湖
南

、
西
湖
西
及
び
大
嵐

上
暮
地
警
察

富
士
吉
田
市
上
暮

富
士
吉
田
市
の
う
ち
上
暮
地
一
丁
目
、
上
暮

官
駐
在
所

地
一
丁
目
１９
番
３

地
二
丁
目
、
上
暮
地
三
丁
目
、
上
暮
地
四
丁

号

目
、
上
暮
地
五
丁
目
、
上
暮
地
六
丁
目
、
上

暮
地
七
丁
目
及
び
上
暮
地
八
丁
目

明
見
第
一
警

富
士
吉
田
市
大
明

富
士
吉
田
市
の
う
ち
大
明
見

察
官
駐
在
所

見
二
八
七
の
三

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
三
十
六
号
　
　
平
成
十
九
年
二
月
十
五
日

九
三



明
見
第
二
警

富
士
吉
田
市
小
明

富
士
吉
田
市
の
う
ち
小
明
見

察
官
駐
在
所

見
二
九
四
九
の
三

七

河
口
警
察
官

南
都
留
郡
富
士
河

南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
の
う
ち
河
口
及
び

駐
在
所

口
湖
町
河
口
一
一

大
石

三
三

忍
野
警
察
官

南
都
留
郡
忍
野
村

南
都
留
郡
忍
野
村

駐
在
所

忍
草
一
四
一
五
の

二

山
中
湖
警
察

南
都
留
郡
山
中
湖

南
都
留
郡
山
中
湖
村

官
駐
在
所

村
平
野
五
〇
六
の

二
九
六

鳴
沢
警
察
官

南
都
留
郡
鳴
沢
村

南
都
留
郡
鳴
沢
村

駐
在
所

三
七
五
九
の
一

本
栖
警
察
官

南
都
留
郡
富
士
河

南
巨
摩
郡
身
延
町
の
う
ち
本
栖
湖
区
域
並
び

駐
在
所

口
湖
町
本
栖
一
八

に
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
の
う
ち
精
進
、

本
栖
及
び
富
士
ケ
嶺

大
月
警
察

大
月
駅
前
交

大
月
市
大
月
一
丁

大
月
市
の
う
ち
大
月
町
大
月
、
大
月
町
駒
橋

署

番

目
２１
番
１６
号

、
大
月
一
丁
目
、
大
月
二
丁
目
、
大
月
三
丁

目
、
駒
橋
一
丁
目
、
駒
橋
二
丁
目
、
駒
橋
三

丁
目
、
御
太
刀
一
丁
目
、
御
太
刀
二
丁
目
、

大
月
町
花
咲
、
大
月
町
真
木
、
賑
岡
町
奥
山

、
賑
岡
町
浅
利
、
賑
岡
町
岩
殿
、
賑
岡
町
畑

倉
、
賑
岡
町
強
瀬
、
賑
岡
町
ゆ
り
ヶ
丘
、
七

保
町
下
和
田
、
猿
橋
町
桂
台
一
丁
目
、
猿
橋

町
桂
台
二
丁
目
及
び
猿
橋
町
桂
台
三
丁
目

上
谷
交
番

都
留
市
上
谷
二
丁

都
留
市
の
う
ち
上
谷
一
丁
目
、
上
谷
二
丁
目

目
１
番
７
号

、
上
谷
三
丁
目
、
上
谷
四
丁
目
、
上
谷
五
丁

目
、
上
谷
六
丁
目
、
中
央
一
丁
目
、
中
央
二

丁
目
、
中
央
三
丁
目
、
中
央
四
丁
目
、
田
原

一
丁
目
、
田
原
二
丁
目
、
田
原
三
丁
目
、
田

原
四
丁
目
、
つ
る
一
丁
目
、
つ
る
二
丁
目
、

つ
る
三
丁
目
、
つ
る
四
丁
目
、
つ
る
五
丁
目

、
下
谷
一
丁
目
、
下
谷
二
丁
目
、
下
谷
三
丁

目
、
下
谷
四
丁
目
、
上
谷
、
下
谷
、
川
棚
及

び
四
日
市
場

東
桂
警
察
官

都
留
市
桂
町
七
九

都
留
市
の
う
ち
夏
狩
、
桂
町
、
鹿
留
、
境
及

駐
在
所

三
の
四

び
十
日
市
場

住
吉
警
察
官

都
留
市
法
能
四
〇

都
留
市
の
う
ち
法
能
、
戸
沢
、
玉
川
、
大
野

駐
在
所

四
の
九

及
び
小
野

宝
警
察
官
駐

都
留
市
中
津
森
七

都
留
市
の
う
ち
厚
原
、
加
畑
、
大
幡
、
中
津

在
所

一
九

森
、
金
井
及
び
平
栗

盛
里
警
察
官

都
留
市
朝
日
馬
場

都
留
市
の
う
ち
盛
里
、
与
縄
、
朝
日
馬
場
及

駐
在
所

三
〇
四
の
三

び
朝
日
曽
雌

禾
生
警
察
官

都
留
市
古
川
渡
五

都
留
市
の
う
ち
古
川
渡
、
川
茂
、
小
形
山
、

駐
在
所

三
〇
の
三

井
倉
、
田
野
倉
及
び
大
原

笹
子
警
察
官

大
月
市
笹
子
町
黒

大
月
市
の
う
ち
笹
子
町
黒
野
田
、
笹
子
町
白

駐
在
所

野
田
一
三
二
四

野
及
び
笹
子
町
吉
久
保

初
狩
警
察
官

大
月
市
初
狩
町
中

大
月
市
の
う
ち
初
狩
町
中
初
狩
及
び
初
狩
町

駐
在
所

初
狩
一
九
八
の
九

下
初
狩

梁
川
警
察
官

大
月
市
梁
川
町
綱

大
月
市
の
う
ち
梁
川
町
塩
瀬
、
梁
川
町
立
野

駐
在
所

之
上
七
六
四

、
梁
川
町
綱
之
上
及
び
梁
川
町
新
倉

富
浜
警
察
官

大
月
市
富
浜
町
鳥

大
月
市
の
う
ち
富
浜
町
鳥
沢
、
富
浜
町
宮
谷

駐
在
所

沢
二
七
五
七

及
び
猿
橋
町
小
篠

七
保
警
察
官

大
月
市
七
保
町
林

大
月
市
の
う
ち
七
保
町
奈
良
子
、
七
保
町
駒

駐
在
所

九
三
三
の
三

宮
、
七
保
町
浅
川
、
七
保
町
林
、
七
保
町
葛

野
及
び
七
保
町
瀬
戸
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猿
橋
警
察
官

大
月
市
猿
橋
町
猿

大
月
市
の
う
ち
猿
橋
町
猿
橋
、
猿
橋
町
伊
良

駐
在
所

橋
一
九
一
の
五

原
、
猿
橋
町
藤
崎
、
猿
橋
町
朝
日
小
沢
、
猿

橋
町
殿
上
及
び
猿
橋
町
小
沢

西
桂
警
察
官

南
都
留
郡
西
桂
町

南
都
留
郡
西
桂
町

駐
在
所

小
沼
一
五
九
二
の

三

道
志
警
察
官

南
都
留
郡
道
志
村

南
都
留
郡
道
志
村

駐
在
所

八
〇
二
二

上
野
原
警

署
所
在
地

上
野
原
市
上
野
原

上
野
原
市
の
う
ち
上
野
原
及
び
大
曽
根
（
通

察
署

三
八
一
九

称
小
倉
に
限
る
。）

島
田
警
察
官

上
野
原
市
新
田
八

上
野
原
市
の
う
ち
新
田
及
び
鶴
島

駐
在
所

四
五

大
目
警
察
官

上
野
原
市
大
野
一

上
野
原
市
の
う
ち
大
野
及
び
犬
目

駐
在
所

三
三
五

甲
東
警
察
官

上
野
原
市
野
田
尻

上
野
原
市
の
う
ち
芦
垣
、
和
見
、
桑
久
保
、

駐
在
所

五
八
二

野
田
尻
、
大
曽
根
（
通
称
小
倉
を
除
く
。）

、
大
椚
、
鶴
川
及
び
大
倉

棡
原
警
察
官

上
野
原
市
棡
原
二

上
野
原
市
の
う
ち
棡
原

駐
在
所

三
三
四

西
原
警
察
官

上
野
原
市
西
原
三

上
野
原
市
の
う
ち
西
原

駐
在
所

九
四
八
の
二
四

四
方
津
警
察

上
野
原
市
四
方
津

上
野
原
市
の
う
ち
四
方
津
、
川
合
、
八
ツ
沢

官
駐
在
所

七
七
〇
の
三

及
び
松
留

コ
モ
ア
し
お

上
野
原
市
コ
モ
ア

上
野
原
市
の
う
ち
コ
モ
ア
し
お
つ
一
丁
目
、

つ
警
察
官
駐

し
お
つ
三
丁
目
２０

コ
モ
ア
し
お
つ
二
丁
目
、
コ
モ
ア
し
お
つ
三

在
所

番
２０
号

丁
目
及
び
コ
モ
ア
し
お
つ
四
丁
目

秋
山
警
察
官

上
野
原
市
秋
山
七

上
野
原
市
の
う
ち
秋
山

駐
在
所

〇
九
二
の
四

丹
波
警
察
官

北
都
留
郡
丹
波
山

北
都
留
郡
丹
波
山
村

駐
在
所

村
二
八
〇
二

小
菅
警
察
官

北
都
留
郡
小
菅
村

北
都
留
郡
小
菅
村

駐
在
所

四
六
五
四
の
一

鴨
沢
連
絡
所

北
都
留
郡
丹
波
山

村
四
九
二
四
の
二

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
条
第
七
号
の
改
正
規
定

は
、
平
成
十
九
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
（
以
下

「
旧
規
則
」
と
い
う
。）
に
規
定
す
る
警
察
署
の
長
に
よ
つ
て
な
さ
れ
た
処
分
そ
の
他
の
行
為
又
は

警
察
署
の
長
に
対
し
て
な
さ
れ
た
申
請
、
届
出
そ
の
他
の
行
為
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
山

梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。）
に
規
定
す
る
警
察
署
の
長
に

よ
つ
て
な
さ
れ
た
処
分
そ
の
他
の
行
為
又
は
警
察
署
の
長
に
対
し
て
な
さ
れ
た
申
請
、
届
出
そ
の
他

の
行
為
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
別
に
辞
令
が
発
せ
ら
れ
な
い
限
り
、
現
に
旧
規
則
に
規
定
す
る
長
坂
警

察
署
に
勤
務
す
る
者
は
新
規
則
に
規
定
す
る
北
杜
警
察
署
に
、
現
に
旧
規
則
に
規
定
す
る
市
川
警
察

署
に
勤
務
す
る
者
は
新
規
則
に
規
定
す
る
鰍
沢
警
察
署
に
、
現
に
旧
規
則
に
規
定
す
る
塩
山
警
察
署

に
勤
務
す
る
者
は
新
規
則
に
規
定
す
る
日
下
部
警
察
署
に
、
現
に
旧
規
則
に
規
定
す
る
都
留
警
察
署

に
勤
務
す
る
者
は
新
規
則
に
規
定
す
る
大
月
警
察
署
に
、
そ
れ
ぞ
れ
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
も
の
と
す

る
。
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